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平成１９年７月１１日設置

調査事業（計画策定） 令和４年６月 地域公共交通計画策定予定

令和３年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（全体）

中部様式
（調査事業）



1.地域特性及び地域公共交通の現況 （Plan） 2

 【ＪＲ小浜線】敦賀駅～東舞鶴駅（京都府内）間の沿
線市町を結ぶ基幹軸

 【西日本ＪＲバス若江線】小浜駅～近江今津駅（滋賀
県内）を結ぶ路線バス。京都方面への広域的な移動
ニーズに対応

 【名田庄線】小浜駅～おおい町を結ぶ路線バス

 【コミバス】小浜駅と市内各地区を結ぶ。毎日運行５
路線と隔日運行６路線。日・祝は予約制で運行。

 【タクシー】市内に営業所を持つタクシー会社が個別
ニーズに柔軟に対応

 人口 28,324人（R3.11.30時点）
 高齢化率 32％（R3.10月時点）
 人口は市の中心部に集中、ただし他の地区にも分布し、市域に広く薄く拡がっている
 一人暮らしや高齢者のみの世帯が増加

ＪＲ小浜線、民間路線バス、コミュニティバス、タクシー等で公共交通ネットワークを形成

地域の特性

地域公共交通の現況

名田庄線（地域間幹線系統）

ＪＲ小浜線

西日本ＪＲバス若江線
（地域間幹線系統）



32.公共交通に関する調査概要（実施内容） （Do）

種別 調査目的 調査内容 調査結果

市民ア
ンケー
ト

住民の移動実態
や普段の外出状
況、潜在的な公
共交通利用意向
等を把握

対象：満16歳以上
90歳未満の1,500人
回収：545人
回収率：36％

意見交
換会

地域住民の公共
交通利用意向・
意見等の把握

市内2地区で実施、
参加者：高校生～
高齢者まで約20人

交通事
業者
ヒアリ
ング

交通事業者が抱
える課題や今後
の取組等の把握

三福タクシー、大
和交通の２社に実
施

データ
の
集計・
分析

バス路線の利用
実態把握しバス
路線の見直し等
を検討

路線別の利用実態
の整理・分析

小浜市地域公共交通計画策定に向けた各種調査時事業の実施

 外出手段はクルマが極めて多く、公共交通
を使う人の割合は少ない

 コミバスの行先等の認知度が低い
 市内公共交通に満足な人は少ない
 一方、乗らないのでわからないという人が
特に多い

 高齢者は将来運転できなくなる不安がある
 バス停まで行くのが困難
 地区内まで乗り入れる小型の乗り物がある
と良い

 乗車体験会などの意識向上の取組みが必要

 コロナ禍で利用客減
 タクシーは深夜営業を取りやめている。
 乗務員不足と高齢化が課題。

 コミバスの利用客は年々減少。利用客数が
極めて少ない路線、利用が偏っている路線
がある。

 朝・夕の時間帯は学生利用が大半。
日中の時間帯の利用者は極めて少ない



43.上位及び関連計画との整合 （Check）

小浜市地域公共交通計画の基本方針については、次の上位・関連計画との整合性を図る

第６次小浜市総合計画（2021～2030）

小浜市都市計画マスタープラン（2012～2020）

「第5章新たな時代に向けた住み心地の良いまちの実現」
との整合

小浜市立地適正化計画（2017～）

「第4章居住誘導区域、都市機能誘導区域設定の考え方」
との整合

「第4章分野別まちづくりの方針 交通体系整備の方針」
との整合

北陸新幹線敦賀開業アクションプラン（2019~2023）

「第2章 項目別アクションプラン 交通利便性の向上」
との整合
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① 市民の移動ニーズ等を踏まえ、
あらゆる既存交通資源の活用を
検討し、地域の実情に合わせた
交通手段、形態の検討が必要

② 買い物や通勤等の日常生活で公
共交通を利用、外出できる移動
手段の提供が必要

③ 高齢者や不慣れな人にも分かり
やすい情報提供や快適に利用で
きる環境の提供

④ 市民の公共交通の利用頻度・認
知度が低い。市民全体で公共交
通を考える機運の醸成が必要

⑤ まちづくりと連携し、まちの賑
わい創出に貢献する地域公共交
通サービスの提供が必要

課題の整理
みんなで支え育む公共交通ネットワークの実現

日々のおでかけを支える公共交通サービスの提供

わかりやすく使いやすい公共交通環境の提供

まちの賑わいを生み出す移動サービスの創出

 地域の実情に応じた交通手段・形態の検討

（事業例）コミバス再編検討、他の移動サービスとの連携検討

 外出機会促進を支える取組み
（事業例）市街地循環バスの導入検討、

駅舎や店舗内での公共交通情報の充実 など

基本方針Ⅰ

 市内公共交通のわかりやすさを向上する取組み
（事業例）公共交通マップの改善、施設と連携した公共交通を

使ったおでかけ情報の発信 など

 公共交通による来訪、市内回遊促進の取組み
（事業例）イベントと連携した企画切符検討、
キャッシュレス化の推進とＩＣカードによる特典等の検討など

 モビリティマネジメントの取組み
（事業例）サポーター制度、乗車マナー意識啓発など

4.調査結果に基づいた今後の方針 （Act）

小浜市における地域公共交通の課題に対する基本理念

まちを育み暮らしを支える公共交通を目指します

基本方針Ⅱ

基本方針Ⅲ

基本方針Ⅳ

＞＞課題①④

＞＞課題②

＞＞課題③

＞＞課題⑤



4.調査結果に基づいた今後の方針 （Act） 6

 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づき、「小浜市地域公共交通計画」
で定める計画の目標、基本方針及び目標を達成するために行う事業・実施主体などを、
令和３年度中に関係者と協議・調整を実施し、計画案を作成する。

 計画案を基にパブリックコメントを通じて、住民や利用者等からの意見を聴衆し、
反映させた計画を策定する

 小浜市地域公共交通会議での協議・調整を踏まえて策定し、策定後は当会議で計画の
評価・検証及び改善にかかる検討・実施を行う。

スケジュール（予定） Ｒ３年度 令和４年度

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

地域移動ニーズ把握

問題点・課題の整理

基本方針・目標の検討

目標の実現のための施策検討

公共交通計画（案）の作成

パブリックコメント

計画の策定

法定協議会の開催 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆



（別添１）

令和4年1月17日

協議会名：小浜市地域公共交通会議

①事業の結果概要
③生活交通確保維持改善計画又は

地域公共交通網形成計画等の計画策定に向けた方針

【事業内容及び結果概要を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【事業が適切に実施された（されている）かを記載。適切に実施されな
かった（されていない）場合には、実施されなかった事項及び理由等記
載】

【補助申請を行う補助対象事業名、事業内容、実施時期等を記載】

【地域及び公共交通の現況調査】
・本市地勢、地理現況調査、上位・関連計画の整理、地域旅客
運送サービスの現況調査

A ■事業は適切に実施された

【市民の現状、利用意向の把握】
・市民アンケート
　満16歳以上90歳未満1,500人対象、回収数545人（36％）
・意見交換会
　市内2地区で開催。参加者計１９名
・交通事業者ヒアリング

A ■事業は適切に実施された

【小浜市地域公共交通計画（案）のとりまとめ】
・令和４年３月交通計画（案）策定予定

A ■事業は適切に実施されている

【コミュニティバスの現状整理・計画への位置付け】
・コミュニティバスの運行形態の方向性を計画に反映予定

A ■事業は適切に実施されている

【地域公共交通会議の開催】
・7月　第1回、11月　第2回、2月　第3回（予定）、3月　第4回（予
定）

A ■事業は適切に実施されている

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業）

②事業実施の適切性

■補助対象事業名
地域公共交通調査事業（計画策定事業）

■事業内容
小浜市地域交通見直し業務

■実施時期
R3.7.1～R4.3.28

■計画策定に向けた方針
本調査事業を踏まえ、①みんなで支え育む公共交通ネットワークの
実現、②日々のおでかけを支える公共交通サービスの提供、③わ
かりやすく・使いやすい公共交通環境の提供、④まちの賑わいを支
える移動サービスの創出の４つを方針とした小浜市地域公共交通
計画を、来年４月以降にパブリックコメントを実施した上で、作成予
定である。



（別添１－２）

令和4年1月17日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

小浜市の公共交通網は、嶺南6市町を結び広域連携軸の役割を果たす「JR 小浜線 小浜駅」に、おおい町・近江今津駅と本市を結ぶ「路線バス（2路線）」や「コミュニ
ティバス」、「タクシー」が接続する公共交通網となっている。

コミュニティバスは、毎日運行路線5路線、隔日運行路線6路線を運行しており、小中高生や高齢者など、車を運転できない住民の日常生活の移動が主な利用である。
コミュニティバスの運行には約1億1千万円の経費を要し、運賃収入は約1千万円、赤字額が約1億円である。

市内公共交通の主な問題点として、「住民の日々の利用ニーズに応じた移動手段」と「北陸新幹線敦賀開業時の観光客の移動手段」の確保が不十分な点などが挙げ
られる。その要因として、市内の主要な公共交通であるコミュニティバスが、利用者の7割を占める小中高生を中心としたダイヤ編成であるため、その他の利用者に
とって不便であることが挙げられる。既存のコミュニティバス運行のみでは、市民や来訪者の移動需要を十分に満たせない状況にある。

そこで、地域における移動ニーズや利用実態の把握及び課題等の整理を実施し、その結果を踏まえ、「既存移動サービスの最大活用」および「新たな移動サービスの
導入」など地域にとって望ましい公共交通サービスの姿を定め、目標や評価方法を設定の上、事業を実施していくために必要な調査事業である。

小浜市地域公共交通会議

地域公共交通調査事業（計画策定事業）


